春くれば
　
　
龍之介＃３２
　
　
　青い空から吹いてくる風に、冬の気配が交じっていた。
　乱丸は、いつものように口を真一文字に結んで腕を組んでいた。違うのは、口を開けばらしくない言葉を言ってしまいそうなこと、それだけだった。
　乱丸と正対しているのは、柴田勝家隊を中心とする二千の織田軍。滅亡直前の浅井朝倉家への最後の攻勢と、雪解けと同時に交戦が予想される上杉家への牽制がその任。勝家はその北陸方面軍の総大将を任じられていた。乱丸は彼らを見送るため、３Ｇや香姫らと一緒に城門の前に来ていたのだった。
　思えば、信長に拾われ戦場に出るようになって以来、いつも勝家と一緒だった。だが、今回初めて別々の戦場に分かれることになる。ランスより与えられた乱丸の任は、近畿一円の半織田勢力の壊滅と、各地の治安維持や回復だった。大事な仕事だと認識はしている。それでも、勝家と離れるのは辛かった。
　勝家は、３Ｇらと挨拶を交わしている。耳に入ってきた言葉から、平定後の政治に関することも訊いているらしかった。まだ心が落ち着かない。咄嗟に発言を求められると、「行かないで」と口走ってしまいそうだ。戦友が大役を任されて遠い地へ出征するのだ。しっかりと激励しなくてはいけない。気を引き締めようと、乱丸は奥歯をぐっと噛みしめた。
　
「乱丸」
　不意に名を呼ばれる。心臓がどくんと高鳴り、胸の奥にチリチリとした痛みが走る。しっかりしなくては……しっかりしなくては……自分に言い聞かせる。
「しっかりな」
　口を開いて出てきた言葉は、勝家にかけたのか、自分にかけたのか分からない一言だけだった。
「おうよっ！」
　一際大きな声で、勝家が応える。
「お前もなっ！」
　ばしんっと、肩を叩かれる。痛みなど感じない。じわじわと広がってくるのは、胸を溶かすような温かさだ。
　
「それでは、行ってきますぞっ！」
「御武運を」
「吉報をお待ちしております」
　勝家の言葉に続いて次々と声がかけられる。それらを背に受け、勝家が歩き出す。乱丸は、何も言わずにその後姿を見送っていた。
　
　
　
　頬に冷たい風が吹き付けてきて、立ち止まってそちらに顔を向ける。京とまむし油田の国境近く。北陸へと続く街道が視界の先へ伸びている。
（勝家……）
　冷たく乾いた風を受ける乱丸の表情には、別段何の変化もない。「無愛想」「鬼武者」と形容される厳しい顔のままだ。
　不意に左腕が痛んで、先程つけられた刀傷を触る。
（今日の戦は……少し厳しかったな）
　
　
「突撃」
　敵を視界に捉えると同時に令を下す。配下の武士隊が堰を切ったように駆け出す。
（斥候によると、相手は六百。こちらは三千。負けるはずはない）
　抜刀し、乱丸も後を追う。
　勝家を北陸に送り出して以降、乱丸は京を中心に近畿一円の半織田勢力の掃討に入っていた。その際に３Ｇから言われたこと。
「出来うるならば、戦力差以上の力差を見せてくだされ。さすれば、制圧後の統治も円滑にいき、反乱を未然に防ぐ効果もありますので」
　それから今日まで、何回かの戦の中で乱丸は出来る限りその意に沿うよう戦ってきた。基本的な戦略は、乱丸配下の武士隊による突撃。今日もそれで……上手くいくはずだった。
「敵、逃げます！」
　後方と側面を防御するための足軽隊が自隊の後に続くのを確認して、走る速度を上げた乱丸の下に伝令が飛んでくる。
「追え。蹴散らす」
「はっ」
　乱丸はそう指示を出すと、戻っていく伝令を追い抜くほどの早さで後を追った。
　
（……しまった！）
　気付いたときには、相手の策にはまっていた。逃げる相手を追い続ける内に陣形は縦に長く伸びていた。織田領と敵勢力領の境で戦うはずが、いつの間にか相手の懐に呼び込まれている。武士隊の先頭を走っていた乱丸が周囲に目を走らせる。その目に映ったのは、右側面の丘から降り注ぐ矢と、土煙を立てて駆け下りてくる敵部隊の姿だった。
「防御陣形っ！」
　咄嗟に指示を出すが、攻撃主体の自部隊がそれを苦手にしているのは重々分かっていた。だからこそ足軽隊を側面に配置しているのだった。だが、
（追う速度が速すぎたか……）
　乱丸が唇を噛む。防御力を重視した重めの甲冑を身につけた足軽隊は、まだ武士隊に追いついていなかった。
「足軽隊が来るまで絶えろっ！」
　檄を飛ばし、自分も前に出て敵と斬り結ぶ。こちらの方が数に勝っているものの、咄嗟のことに体制が整わず押され始める。
（勝家が足軽隊を指揮してくれていれば……）
　もしかしたら側面を突かれる前に間に入っていたのではないか、丘に潜む敵兵に気付いたのではないか、突出した自分の武士隊に気付いて、一旦退くように指示を出してくれていたのではないか、幾つかの仮定が浮かぶが、戦場でそんなことを考えてはいけないと頭から振り払う。
「つっ！」
　一瞬の逡巡を切り裂くように、槍が乱丸の左腕をかすめる。避けたつもりが、見るとかなり深い傷を負わされていた。
「うおおおおぉっ！」
　自分の弱気を押さえつけるように、雄叫びを上げて相手に斬りかかった。
　
　
　ギッ……
　乱丸が奥歯を強く噛みしめる。足軽隊が追いついて包囲すると戦はあっけなく終わったが、勝家がいないだけで苦戦する自分と、そんな時に勝家の顔しか浮かんでこないことが情けなくて仕方がなかった。こんなことでは、勝家に振り向いてもらうことなど出来やしないだろう。
「傷、大丈夫ですか？　まだ痛みます？」
　負傷兵の治療のため、乱丸らに帯同して巫女隊を率いている風華が、心配そうに歩み寄ってきた。傷を触って辛そうな顔をした乱丸が気にかかったのだろう。
「いや、大丈夫。痛んだわけではない。治癒の術もよく効いている」
　軽い痛みは無視して、ぶっきらぼうに答える。最初はとまどった風華も、これが地なのだともう分かっている。
「きっと、元気でいらっしゃいますよ」
　何の脈絡もなく言われた言葉だったが、乱丸にはすぐ分かった。人の仕草や視線にすぐ気付き、相手の考えや状態を簡単に見抜く。巫女隊を率いさせるだけでは惜しいな、乱丸は何度かそう思った。
「だろうな」
　特に苦戦しているだとか、柴田殿が重傷を負った、などという情報は入っていない。恐らく近い内に浅井朝倉へとどめを刺すだろう。無事で、なおかつ活躍していることは重々分かっている。心配なのはそんなことではなく、風邪を引いてはいないか、今何を思っているのか、たまには自分のことを思い出してくれているだろうか、そういった些細なことだけだった。
「文を書かれてはいかがです？」
　優しげな顔で、風華が言った。
「よほど忙しいのでなければ、返事もいただけると思いますよ」
　険しい表情のまま、乱丸は小さく一つ、頷いた。
　
　
　
　織田城の堀から、雁の鳴き声がしていた。
　本格的な冬を迎える頃、半織田勢力の一掃も終わり、来るべき次の相手と渡り合うために、乱丸達にはしばらくの休養が与えられていた。
　剣の稽古を終えた乱丸は、軽く乱れた呼吸をすぐに整え、自室の文机に向かった。そこにあるのは、何も書かれていない紙。心を整えるために、正座をし、墨を擦り始める。
　戦災孤児だった乱丸に文字を教えてくれたのは信長だった。成長し、織田家の武将として仕えることになった時には、いずれ必要だからと文の様式も教授してくれた。だから、乱丸がここ数日紙に向かってはみるものの、何も書けないのは様式を知らないからではなかった。
　筆を取る。
「前略」
　筆が止まる。言葉が出て来ないのではなく、次々と心から湧き出る思いに頭が追いつかない。今この心のままに筆を走らせれば、きっと胸に秘めた想いまで書いてしまうだろう。きっといつか……そう思ってはいるが、今の状況で、まして手紙で打ち明けることはしたくなかった。厳しい戦いになるだろうと言われている対上杉戦。どんな些細なことでも、勝家の心を惑わすことはしたくなかった。
　真っ直ぐな想いを悟らせることなく、ただの一戦友から届いた体調や戦況を案ずる便り。そう意識して書こうにも、そんな技術は持ち合わせていない。何より、今まで文など勝家に出したことがないのだ。それだけでも十分不審がられるに違いない。
　それでも、勝家が今何を思い、どう過ごしているのか、知りたくて仕方がない。
　心が揺れ動く中、乱丸の手は今日も止まったままだった。
　
　
　
　梅の花が、初春の柔らかい陽射しの中に咲いている。
　縁側に腰掛けた香姫が、少し眠そうな目を乱丸に向ける。
「いい天気ですね」
「はい」
　まだ寒い日もあるが、今日のように晴れると暖かく心地よい。今が戦乱の世であることを忘れてしまうほどに。
　不意に冷たい風が吹き込んできて、香姫が二の腕をさする。
「中に入られますか？　それとも上着を……」
「いいえ、大丈夫。ありがとうございます」
　笑顔で答えて、梅の花に目を遣やる。
「あ……雁ですね」
　香姫の声に空を見ると、梅の花の先に、綺麗に群れて飛ぶ鳥の姿があった。
（鶴翼の陣……）
　中心となる部隊から、左右の斜め前方に隊を配置する陣形の名前がその群れを見て咄嗟に浮かぶ。
（雁が作る鶴翼の陣か……面白い）
　表情はほとんど変えずに、唇の端だけでくすりと笑う。
「この尾張で冬を越した後、テキサスや佐渡を経由して、奥州に飛んでいくんですよ。そういえば、佐渡に住む人へ、雁に言伝を頼む……そんな歌がありましたね」
　徐々に小さくなっていく雁の群れを見ながら発せられた香姫の言葉に、乱丸がはっとなる。もしや文のことを知っているのかと一瞬思ったが、風華はそういったことを人に話すようには見えないし、文机に向かっている姿を誰かに見られたことはない。きっと偶然なのだろう。
（言伝……）
　空に目を移す。編隊の中心となる鳥が視界から消えようとしているところだった。
（勝家は……あの雁の群れを見るだろうか？）
　遠い空の下にいる想い人のことを考える。乱丸と同じで、風流な考えとは無縁の男だ。あの飛び方を見ればきっと、同じことを思うに違いない。
　ふっと、心が軽くなる。文など送らずとも、それで十分ではないか。そう思う。つながっている空を飛ぶ鳥を見て、同じことを思う。もしかしたら一瞬でも、尾張にいる自分のことを考えてくれるかも知れない。遠く離れていても、ほんの一瞬間、そういった形で繋がりをもてれば、それでいい。
（一つ言伝があるとすれば……）
　空を見てくれ、と。
　
　

　
　
　　春くれば　雁かへるなり　白雲の
　
　
　　　　　　　道ゆきぶりに　ことやつてまし
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春歌上より　　　凡河内躬恒
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